
 

１１月１日(日)パレスチナ映画祭 2026 寝屋川上映会 
上映時間 14:00～14:30 上映作品「ガザウィヤート：ガザの小さな物語」 

     14:35～15:50 上映作品「ボイコット」 

上映場所 「寝屋川 平和と市民自治の会」事務所  

     （寝屋川市早子町 20－12）（京阪寝屋川市駅東へ徒歩 2分） 

  

この映画祭は、パレスチナ・ラマッラーを拠点とする Filmlab Palestineのよびかけにより、バル

フォア宣言（＊）に抗議する形で、宣言が出された 11 月 2 日（前後）に、世界各地でパレスチナ

映画を同時上映する取り組みです。 

パレスチナ人の物語をかき消そうとする圧力に文化で抗議し、パレスチナに連帯する映画祭です。 

＊バルフォア宣言とは第一次世界大戦中の 1917 年，イギリス外相バルフォアが，パレスチナにユダヤ民族国家

の建設をみとめることをユダヤ人に約束した宣言。 

ガザウィヤート：ガザの小さな物語  

Gazawyat 

短編 4作品：計 28分・ドキュメンタリー 

   字幕｜Subtitles 日本語・英語 

ガザにおけるジェノサイドの中、ぎりぎりのところで尊厳を保ちながら困

難な日々を生き抜く女性達に焦点を当てた短編ドキュメンタリー4作。母、

妻、教師、ジャーナリスト、など様々な立場から、女性ならではの視点で

ジェノサイドの日常を伝える。 

ボイコット Boycott 
イスラエル製品ボイコットを巡り、州政府を相手取って裁判を起こした３

人の米国人を追ったドキュメンタリー。パレスチナ系米国人の言語療法

士、ユダヤ教徒の妻と息子を持つ弁護士、田舎の出版社社長は、職場を解

雇されたり、補助金を打ち切られたりするリスクを負いながらも、自らの

信念のために戦うことを選択する。ボイコットをする権利、自由に物を言

う権利が、州政府によって制限されるのは米国憲法に違反するのではない

か？米国政治に深く巣食ったイスラエル・ロビー、クリスチャン・シオニ

ストの言動、黒人解放運動の歴史も織り交ぜながら描かれる米国の姿。 
73分・ドキュメンタリー 

音声｜Original Audio 英語    字幕｜Subtitles 日本語・アラビア語 

主催 イラク・アフガンの女性を支援する会 
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上映の後 20分ほど 

交流の時間を 

持ちます 

入場無料 

 

ここです 

連絡先 寝屋川市早子町 20－12 寝屋川平和と市民自治の会気付（090-3927-6382） 


